
技術の詳細

概要

背景・効果・留意点

バイオ炭は生物資源（バイオマス）を原料とし、低酸素条件下で350℃超の熱分解反応によって作

られる（図１左）。農地へ施用されるバイオ炭（図1右）は、土壌の物理性・化学性・生物性を改善する

など、多面的な機能を発揮する。さらにバイオ炭は低コストで大気中の二酸化炭素（CO2）を除去し、

土壌に貯留する有効な手段として国際的に認められている。しかし、2019年改良 IPCCガイドライ

ンに沿ってバイオ炭の品質評価と農地土壌炭素貯留量の算定※を行うには、元素分析等の測定結

果から、バイオ炭の有機炭素含有率Fcや100年後の炭素残存率Fpermを求める必要がある。これ

には多くの時間と費用を要することから、事業者の負担となる。

新たに開発した手法は元素分析ではなく工業分析を応用しており、バイオ炭の測定値（揮発分

VM/固定炭素FC）から炭化温度や農地土壌炭素貯留量を算出できる。ここでは竹と未利用木質バ

イオマスを例とするが、こうした推定式は原料別に研究機関等が作成し共有することで、品質評価

過程の効率化が図れる。この手法を利用する場合、既に炭の工業規格が存在する国では、その規

格に従った測定指標からバイオ炭の炭化温度（図2）、有機炭素含有率Fc（図3a）、100年後の炭素

残存率Fperm（図3b）の逆推定が可能であり、また炭素貯留量（図4）を簡易かつ正確に計算できる。

工業規格が無い場合は、日本産業規格に基づく本手法を採用することにより、簡易ながら一定の

精度で品質の検証が可能となる。
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調達 実証

図１ （左）簡易炭化器でつくられたバイオ炭（竹）
（右）バイオ炭を堆肥と混ぜて畑に施用
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図2 バイオ炭（竹炭および木質バイオマス由来
の黒炭）の工業分析値から炭化温度の逆推定

図3 バイオ炭（竹炭、黒炭）の工業分析値から有機炭
素率（a）及び100年後の炭素残存率（b）の逆推定 秋田県立大学

工業分析に基づくバイオ炭を用いた農地土壌炭素貯留量
の簡易で正確な推定手法

気候変動の緩和と土壌保全に貢献するものとして、バイオ炭が注目を集めており、炭素クレジット

の手段にもなっている。バイオ炭の農地土壌炭素貯留量の算定には通常、元素分析等の時間と費

用の掛かる方法が使われるが、開発した手法は石炭の品質表示として使われる工業分析を応用し

た。本手法で簡易ながら精度よく炭素貯留量の推定が可能となり、バイオ炭の活用に繋がる。

図４ バイオ炭の工業分析値からバイオ
炭の炭素貯留係数Fc×Fpermの逆推定

※ 炭素貯留量（トンCO2）＝バイオ炭投入量（トン、乾重）× Fc× Fperm×44/12 
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